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(1) はじめに 

変質しつつある米国と、それに向き合う日本とドイツ

の立ち位置については、本誌でもこれまで何度か触れ

てきた。また今年１月の月例会でも、「永続対立の時

代をどう生きるか」という題で、同趣旨の問題意識を

お話しした。改めてこの問題を取り上げるのは、今年

２月末の米国によるイラン攻撃と、その後のホルムズ

海峡をめぐる緊張が、私たちの現実に直接つながる重

みを持っていると考えるからである。 

今回の事態は、単に中東の局地的危機にとどまらない。

ホルムズ海峡の封鎖は、世界のエネルギー供給に大き

な影響を与え、日本のように中東への依存度が高い国

にとっては、きわめて深刻な意味を持つ。日本は石油

備蓄を相応に有しているとはいえ、事態の正常化には

なお時間を要し、情勢次第では再び海峡が封鎖される

可能性も否定できない。従来の前提が揺らいでいるこ

とは明らかである。食料、エネルギー、サプライチェ

ーンを世界の安定に依存してきた日本にとって、今回

の危機は「米国を起点として、これまでの秩序が揺ら

ぎうる」ことを示した。その意味で、日本の自律性を

改めて考える必要があるだろう。 

(2) 揺らぎ始めた戦後の前提 

近時の国際情勢を眺めるとき、私たちが戦後長く前提

としてきた世界の枠組みが、静かに、しかし確実に揺

らぎ始めている。欧州に対する追加関税、ドイツ駐留

米軍の削減、中東情勢をめぐる対応などを通じて、米

国は同盟や国際協調を、従来のような価値や秩序の共

有という観点よりは、より強く取引の対象として捉え

るようになっていると感じる。 

もちろん、これをもって直ちに NATO や日米安全保

障条約の意味が薄れたと考えるのは適切ではない。条

約そのものはなお存在し、その枠組みも維持されている。

しかし問題は、条約の有無ではなく、その政治的信頼

性と実効性への確信が以前ほど自明ではなくなって

いる、という点にある。すなわち、「米国は当然に同

盟国を守る」「同盟の下にあれば安心できる」という

戦後の前提が、見直しを迫られているのである。 

(3) ドイツが先に直面している現実 

こうした現実に、日本よりも早く、しかもより痛切に

向き合っているのがドイツである。ドイツは、ロシア

から安全保障上の脅威を受け、中国には経済的に依存し、

米国には安全保障の保証を求めながら、同時に通商面

では厳しい圧力を受けるという、きわめて難しい立場に

置かれている。戦後長く続いた「平和の配当」の時代が

終わりつつある現実に、ドイツは正面から向き合わざ

るを得ない状況に追い込まれていると言えるだろう。 

ドイツはこれまで、対ロシアではエネルギー、対中国

では市場、対米国では安全保障という形で、ある種の

分業の上に繁栄を築いてきた。しかしウクライナ戦争

以降、その前提は大きく崩れた。さらに米国が同盟国

に対しても通商・安全保障の両面で圧力を強める中で、

ドイツは「ロシア・中国・米国」という三方向からの

圧力を同時に受けている。ドイツの苦悩は、単なる一

国の苦境ではなく、戦後型の

依存構造そのものが限界に達

していることを示している。 

(4) 日本もまた例外ではない 

しかし、日本も決してこの問題の外にあるわけではな

い。日本もまた、米国への安全保障依存、中国との経

済関係、中東を含むエネルギー依存という意味で、構

図としてはドイツと少なからず似た立場にある。それ

にもかかわらず、日本ではなおどこかに、日米同盟が

あることへの安心感が残っているように感じられる。 

今回の米国・イラン戦争に際し、欧州は米国と一定の

距離を保とうとしたのに対し、日本は結果として傍観

者のように映った面もあった。もちろん、日本外交に

は日本外交なりの配慮が必要であることは理解でき

る。しかし、国際秩序の揺らぎがこれほど直接に日本

のエネルギー安全保障に跳ね返ってくるにもかかわ

らず、危機への備えや発信が、果たして十分であった

と言えるだろうか。日本が再び戦争の惨禍に巻き込ま

れてはならないという思いは、戦後日本の出発点であ

ったはずである。今日、その切実さが社会全体として

希薄になっていないだろうか。 

(5) 日本にとっての日米同盟 

日本にとって、日米同盟は、今後も日本外交・安全保

障の基軸であり続けるだろう。しかし、それは「だか

ら何も考えなくてよい」という意味ではない。同盟を

維持しつつも、その前提条件が変わりつつあることを

直視し、日本自身は欧州を含む価値を共有する国々と

の連携の幅を広げつつ、自助努力を強めていく必要が

ある。言い換えれば、日本に必要なのは、米国への全

面的な依存の前提を見直し、より自律性を高めること

に真剣に向き合うことである。自律性とは、米国から

距離を置くことそのものではない。そうではなく、米

国との関係を保ちながらも、自らの判断力、防衛力、
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経済安全保障上の備えを強め、必要な場面では主体的

に行動できる余地を広げることである。 

(6) 日独比較から見えてくるもの 

この点で、日独比較はきわめて示唆に富んでいる。 

ドイツは、日本より先にその必要性を突きつけられ、

今ようやく、米国との関係を保ちながらも自らの防衛

能力や政策判断の自立性を強めるべきだという議論

に本腰を入れ始めている。欧州の対外政策関係者の間

では、日本が中長期的に連携を強化すべき相手として

高く評価されていることも指摘されており、日本はも

はや単なるアジアの一国ではなく、欧州にとって重要

なパートナーとして認識されつつある。こうした変化

は、日本にとっても見逃すべきではない。 

日本とドイツは、歴史も地理も異なる。しかし、米国

との関係、中国との距離、エネルギーの脆弱性、成熟

経済としての停滞感という点で、両国は多くの共通点

を持つ。その両国が同時に「依存の前提を見直す」必

要に迫られているのであれば、そこには偶然以上の意

味があるはずである。ドイツの苦悩は、日本にとって

の先行事例であり、日本の悩みもまたドイツに通じる

部分を持っていると言えるだろう。 

(7) 自律性とは何か 

では、自律性を高めるとは具体的にどういうことか。

それは、防衛力の問題だけに限らない。エネルギー調

達の多様化、サプライチェーンの見直し、先端技術・

情報インフラ・重要物資の確保、さらに外交の選択肢

を広げる努力など、国家運営の全体に関わる課題であ

る。企業にとっても、市民にとっても、これまでより

高い安全保障コストや経済的負担を引き受ける覚悟

が必要になるだろう。 

この点で、日独両国に共通しているのは、長く「平和

の配当」に支えられてきたために、そうしたコストを

自覚しにくくなっていることである。だが、いま世界

を見渡して楽観的に構えていられる国はほとんどな

い。だからこそ、日本もまた、厳しさを直視しつつ、

それでも前向きに備えを進めていく必要がある。 

(8) おわりに―何を守り、何を改めるのか 

日本は、米国への感情的な反発や、逆に根拠の乏しい

安心感のいずれにも流されることなく、冷静な現実認

識の上に立って、どのように自国の立ち位置を再構築

していくかを考えなければならない。 

いま問われているのは、米国の変質を前提としつつ、

それでも自由と平和を守るために、何を守り、何を改

め、どこまでの負担を引き受けるのかという覚悟であ

る。日米同盟を大切にしながらも、それに全面的に依

存する発想からは踏み出さなければならない。日本に

必要なのは、依存を続けることではなく、依存を相対化

しうるだけの自律性を、一歩ずつ着実に高めていくこと

である。ドイツの現実を鏡として見つめるとき、その課

題の重みはいっそう鮮明に浮かび上がってくる。(了) 

２０２６年度（第１２回）定時総会報告 

中長期ヴィジョンの更なる展開に向けて 

５月１６日、JR 関内駅最寄りの技能文化会館 801 号

室にて第１２回総会が開催されました。 

２０２５年度事業報告（第１号議案）及び２０２５年度 

決算並びに監査報告について（第２号議案）では、引続

き多くの講演会等のイベントが対面で開催された他、

前年度の神奈川県の認定ステータス更新に続き、横浜

市の認定ステータス更新審査が行われ、こちらも更に

５年の認定更新の承認を受けたことが報告されました。

加えて監事より年度末の会計処理の監査の結果、決算

並びに監事監査に関しては、全期間を通じ適正に処理

されていたと報告がありました。 

２０２６年度の事業計画（第３号議案）では、引続き 

認定 NPO 法人として高い公益性を踏まえた社会的責

任を果たしていくこと、特に従来より注力している学

生会員を中心としたヤングクラブ活動を一層進めてい

くことが確認されました。またこれを踏まえた２０２６

年度予算（第４号議案）について報告が行なわれ、双方

共承認されました。 

役員の人事（第５号議案）では、４月１８日の理事会

での承認に基づき、向井稔副会長が理事を退任され顧

問に、寺澤行忠常務理事が理事を退任され顧問（文化

委員会顧問）に、中尾尚未理事が常務理事（文化委員会

委員長）に就任されること、また西条りみ理事が退任、

阿部菜月氏が新たに運営委員に就任されることが報告

されました。 

総会後の新体制 

会  長： 成川 哲夫 

副 会 長： 南雲 淑子 

常務理事： 津澤元一(事務局長)、山口利由子、 

 大堀  聰、佐藤恵美、中尾尚未 

理  事： ロベルト・ゼーリッヒ、 

 ハンス・ユーデック、  藤田  香、 

 北井康一、大治はるみ、岡本博之、 

 中野  繁、千原嗣朗 

監  事： 戸井田裕之、勢能克彦、能登  崇 

名誉会長： 早瀬  勇（前横浜日独協会会長） 

名誉会員： 戸田龍介（神奈川大学学長、前横浜日独協

会監事） 

名誉顧問： 山中竹晴（横浜市長） 

顧   問： 大瀬克博（前横浜日独協会副会長）  

顧   問： 瓜谷綱延（株式会社文芸社社長） 

顧  問： 向井  稔（前横浜日独協会副会長） 

顧  問： 寺澤行忠（前横浜日独協会常務理事）  

運営委員： 井出航平、阿部菜月 
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３月講演会 『自由に制限はあるべきか・ 

  ベルリンから見た一考察』に参加して 

学生会員 勝呂 泰郎 

こんにちは。 

慶應大学法学部政

治学専攻の勝呂泰

郎と申します。欧州

史と欧州政治の関

心、戦争映画から、

欧州の大国の一つ

であるドイツに興味を持ち、当会へ入会致しました。 

今月は、貴重なお話を聞く機会を当会からご提供頂

きました。慶應大学の小野竜史先生の講演会『自由に

制限はあるべきか・ベルリンから見た一考察』です。

小野先生は、私の 1 年と 2 年次の独語の先生です。歴

史に関心のあった私が日独協会に入るきっかけを作

ってくださった先生であります。授業の際の、先生の

専門である歴史の話は楽しく、出席のモチベーション

となっております。 

ベルリンは、FKK・政治的芸術作品の展示といった

リベラルな気風が見受けられます。この芸術の街は、

近日逝去されたフランクフルト学派のハーバーマス

の『公共性の構造転換』にも繋がります。彼は文化的

公共圏をめぐる議論から、政治的自由を求める政治的

公共圏の成立経緯のプロセスを説きました。まさにベ

ルリンという街は、芸術という『表現の自由』と政治

の密接な関係がよく描かれていると感じます。 

ミルの危害原理を基調とするベルリンの自由は、ま

さに古典的自由主義の根幹と言えるでしょう。神聖ロ

ーマ帝国には、『自由都市』と呼ばれる街が存在しま

した。自由都市では、農奴が一定期間生活すれば自由

人の地位を与えるといった『Stadtluft macht frei』と

いう法諺がありました。中世のベルリンは自由都市で

はなかったものの、現在のベルリンは政治的タブー・

価値観からの解放という『Freistadt』を継ぐようでい

て、非常に興味深いものでした。 

また、トルコ移民、伊国移民、シリア難民。こうし

た Gastarbeiter の存在も、ベルリンを語る上で欠かせ

ません。彼らが文化の多様性と自由を生み出してきた

側面もあります。 

ただ、政治的自由では、独国は色々問題を抱えてきま

した。独国には『戦う民主主義』という概念がありま

す。反民主的言説を唱える団体は、人権の制限が正当

化されるというもので、KPD はこれにより解散させ

られた過去があります。極右政党も制限の対象です。 

背景に、ヴァイマル時代は、SPD の国旗団、ナチ党

の SA、KPD の RFB など、暴力的政治闘争による混

沌が発生し、民主主義が見捨てられた過去があります。

SPD 等を除き、ヴァイマル体制を擁護するものはお

らず、スターリン主義や、ナチズムが経済混乱の影響

で人気を博し、民主体制が崩壊してしまったのです。

その反省として、導入されたのが『戦う民主主義』です。 

勿論、この仕組みが非民主的だという批判も存在し

ます。相反する考え方が、いかなる考え方も排除すべ

きでないという米国由来の『思想の自由市場』です。 

ベルリンは、このよ

うな過去を持ちながら、

強い秩序を求める声が

上がり始めています。

ベルリンの SPD の退

潮と、AfD・オスタルギ

ーの増長は、その象徴

ではないでしょうか。フロムの『自由からの逃走』で

は、無秩序が秩序を求め、全体主義へ陥るメカニズム

を描写していました。ベルリンでも、強い秩序を求め

る声が上がるのは、そのような移民・アイデンティテ

ィの崩壊・東独を中心とする『発展から取り残された

感覚』といった不安が原因なのでしょうか。バイエル

ン的『伝統とカトリック』の保守ではなく、『排外』に

よる保守は受け入れ難いものです。 

自由とは秩序の上に成り立つものであり、秩序のな

い自由は『カオス』に過ぎません。但し、秩序を口実

に自由を抑圧することは独裁への入り口なのです。ベ

ルリンの誇った『寛

容』と『対話』による

良識ある秩序を形成

すること。それが自

由への近道なのでは

ないでしょうか。 

小野竜史先生と筆者 

講演会に参加した学生たちで茶話会 
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４月講演会 『ドイツ・欧州の情勢と 

アメリカとの関係』に参加して 

学生会員 小坂 佳子 

はじめまして。 

神奈川大学国際

日本学部２年の

小坂佳子(おさか 

かこ)と申します。

今年の1月に横浜

日独協会へ入会

させていただき

ました。 

日頃から、大学の授業だけでは触れることのできな

い国際情勢や日独関係について学ぶ機会をいただき、

大変刺激を受けています。今回は、4 月講演会「ドイ

ツ・欧州の情勢とアメリカとの関係」（八木毅元ドイ

ツ大使）に参加し、特に印象に残った点や自分なりに

感じたことを交えながら報告させていただきます。 

今回の講演では、現在のドイツや欧州が置かれてい

る厳しい状況について、政治・経済・外交の幅広い観

点から詳しくお話を伺いました。特に印象的だったの

は、ドイツ国内で右派政党「AfD」の支持が大きく伸

びているという点です。私は以前から新聞やニュース

を通して AfD の躍進については知っていましたが、

講演を聴き、「ここまで状況は切迫してきているのか」

と改めて実感しました。 

講演では、現在のドイツ政権が経済停滞や移民問題

への対応に苦慮していること、また連立政権内でも対

立が続き、国民の不満が高まっていることが説明され

ました。特に、「改革を進めると言っていたが、結局

前政権とあまり変わらないのではないか」という国民

の失望感が、AfD 支持につながっているという話が印

象に残っています。実際に、経済成長率が低迷し続け

ていることや、難民・移民問題への不安が強まってい

ることから、人々が強い主張を掲げる政党へ惹かれて

しまう背景がよく理解できました。 

また、「AfD を完全に排除するべきか、それとも一

定の協力を認めるべきか」という“防火壁”の問題につ

いても興味深く感じました。民主主義では多くの国民

の声を無視できない一方で、極端な思想をどこまで許

容するのかという難しい問題があり、ドイツ社会が非

常に複雑な状況に置かれていることを学びました。 

さらに、欧州とアメリカの関係についてのお話も非

常に印象的でした。特にトランプ政権以降、欧州とア

メリカの価値観の違いがより明確になっていること

を知りました。これまで欧州はアメリカと強い協力関

係を築いてきたイメージがありましたが、安全保障や

貿易、移民政策などを巡って対立が深まっていること

に驚きました。講演の中で、「欧州は『自分たちの運

命を自分たちの手で決める』と言いながらも、実際に

はアメリカに大きく依存している」というお話があり、

とても印象に残っています。 

また、日本との関係について考えさせられる場面も

ありました。講演では、メルケル元首相が中国を何度

も訪問していた一方、日本への訪問回数は少なかった

という話がありました。私はその話を聞き、日本はも

っと「来なくてはならない重要な国」にならなければ

いけないのではないかと感じました。ただ単に「日本

に来てくれない」と考えるのではなく、日本に魅力を

感じてもらうにはどうすべ

きかを考える必要があると

思いました。経済面だけでな

く、文化や外交面でも日本の

存在感を高めていくことが

重要なのだと感じています。 

また、当日は 2 名のドイツ人留学生の方が参加され

ており、流ちょうな日本語で積極的に質問をしていた

姿も印象的でした。自分と同じくらいの年代の方々が、

外国語で高度な議論に参加している様子を見て、自分

ももっと語学力や国際問題への理解を深めたいとい

う刺激を受けました。 

今回の講演を通して、ドイツや欧州の政治は決して

遠い国の出来事ではなく、日本にも大きく関係してい

ることを改めて実感しました。ニュースを表面的に読

むだけでは分からない背景や各国の事情を知ること

ができ、大変有意義な時間でした。今後も横浜日独協

会での活動を通して知識を深め、自分自身の視野をさ

らに広げていきたいと思います。 

八木毅元在ドイツ大使と筆者 
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５月講演会 『日独法律交流史』に参加して 

学生会員 伊藤  春 

はじめまして。

今年１月に横浜

日独協会へ入会

しました、伊藤春

と申します。私は

神奈川大学で国

際文化交流を専

攻しており、第二

外国語としてド

イツ語を学んでいます。ドイツ語を学ぶ中、ドイツの

文化や歴史、日本とドイツの交流に関心を持つようにな

り、今回の「日独法律交流史」の講演会に参加しました。 

私はこれまで明治時代に日本の憲法や法律がドイ

ツ法を参考にして作られたことを歴史の授業で学ん

だことはありましたが、その背景や、日本とドイツが

どのような交流を重ねてきたのかについてはほとん

ど知りませんでした。そのため、今回の講演を通して、

法律を通じた国際関係から、人々の交流まで含めた日

独関係の歴史を知ることができ、とても興味深く感じ

ました。また、講師のメンクハウス先生は⾧年にわた

り日本と深く関わってこられたこともあり、会場には

40 年来のご友人も来場されていました。会場は最後

列まで埋まるほど多くの方々が講演に耳を傾けてお

り、本講演への関心の高さがうかがえました。 

講演ではまず、日本が開国へ向かう過程や、不平等

条約についての説明がありました。当時の日本は、治

外法権や関税自主権の制限など、日本にとって不利な

条件を受け入れざるを得ない状況にあり、不平等条約

を改正するためにも近代的な法制度を整える必要が

あったという話が印象に残りました。その中で、日本

はフランス法を取り入れようとした時期もあったも

のの、最終的にはドイツ法を参考にする方向へ進んで

いったことを知りました。特に興味深かったのは、当

時の日本がプロイセン・ドイツに強い関心を持った理

由です。講演では、近代国家として急速に発展してい

たことや、 産業革命や軍事面で成功していたこと、

日本と組織の形が似ていたことなどが挙げられてい

ました。単に「法律が優れていたから」というだけでは

なく、国家としてのあり方や社会制度全体を参考にし

ていたことを知り、歴史の中で法律が社会や政治と密

接につながっていることを感じました。 

また、ドイツ側が北海道の植民地化を考えていたと

いう話も非常に印象に残りました。新撰組との交渉や、

北海道を欲していたという話、新潟の海でイギリス側

が動きを牽制したというエピソードなど、授業では聞

いたことのない内容ばかりで、とても興味深かったで

す。特に、当時の列強が日本をどのように見ていたの

か、また日本がその中でどのように立ち回ろうとして

いたのかを想像しながら聞くことができました。 

会場では参加者のみなさんが熱心に耳を傾けてお

り、質疑応答でも多くの質問が出ていました。質問で

は、第一次世界大戦中の日独関係についての話があり

ました。日本とドイツは敵対国となりましたが、捕虜

収容所の中では音楽や工芸などを通した交流が行わ

れていたそうです。ベートーヴェンの曲が演奏された

ことなど、戦争という厳しい

状況の中でも文化的交流が続

いていたことに驚きました。

国家同士は対立していても、

人と人との交流までは完全には

失われないのだと感じました。 

また、講演の最後に語られていた「現在の日本社会

では、かつて学んだドイツ法的な『市民の権利を守る』

という理念が揺らいでいる」という指摘も非常に印象

に残っています。現代社会では効率や経済合理性が重

視される場面が多くありますが、その一方で、本来法

律が守ろうとしていたものは何なのかを改めて 考え

る必要があるのではないかと思いました。私は今回の

講演を通して、歴史を学ぶ意義は単に過去の出来事を

知ることではなく、現代社会を見つめ直すことにもつ

ながるのだと感じました。 

明治時代の人々がどのような思いで外国の法律を

学び、日本の制度を作り上げていったのかを知ること

で、今私たちが当たり前のように使っている 法律や

制度も、多くの人々の努力や交流の上に成り立ってい

ることを実感しました。 今後もドイツ語学習だけで

なく、日本とドイツの歴史や文化、社会制度について

学びを深め、先人たちが築いてきた交流や法体系の精

神についても自ら学んでいきたいと思います。 

メンクハイム先生と筆者 



6 

 

寺澤行忠先生を囲む感謝の昼食会 

川辺 祐香 

文化委員長でいらした寺澤行忠先生（慶應義塾大学

名誉教授）による 9 年間の長きにわたる教養講座「百

人一首をよむ会」と「日本文学逍遙」の終了に伴い感

謝の意を込めて昼食会が横浜で開催されました。 

この６月３日は台風チャンミー接近により朝から

風雨が止まず、誰もが開催を案じておりましたが、無

事に小降りの中で集まることができました。コロナ禍

以来、オンラインでの講義が定着していたので、対面

で参加者が集い、先生に直接感謝の意をお伝えし、

数々の思い出を語る和やかな時を過ごすことができ

たことは大変嬉しいことでございました。 

思い返せば、この会の始まった当初は、かながわ県

民センターの一室で先生が印刷してご持参くださっ

た資料で受講し、お茶とお菓子での交流会。新年には

先生の雅やかなお声で読み上げてくださる百人一首

を楽しんだことも懐かしい一コマとなっております。 

オンライン講義に伴い、資料は各自で用意すること

になりましたが、月に一度のご講義のために毎回 15

ページ前後にもなる資料作成は古典用語や現代では

変換にでてこない漢字も含まれ、先生がこのために費

やされたお時間と労力は想像以上の数日間とお聞き

し、感謝に堪えません。これらの膨大な資料に基づき、

今後出版されることが決定と伺い、出来上がりが待ち

遠しいばかりです。 

思い出話に花を咲

かせ、美味しいお食

事に舌鼓を打ち、今

回の台風の名前の

意、韓国語の「バラ」

のような「感謝の花

束」を心よりお贈り

したいと思います。 

 

 

 

ドイツ大使館を訪れて 

学生会員 松田 純奈 

はじめまして。昨年 7 月より学生会

員として所属しています、神奈川大学

国際日本学部国際文化交流学科 2 年

の松田純奈と申します。3月 19日（木）

に、佐藤さん、大堀さん、そして学生会員の方々とド

イツ大使館武官室を訪問しました。 

ドイツ大使館

を訪れて、まず、

来館時のセキュ

リティチェック

の厳重さに圧倒

されました。大使

館はその国の法

律が適用される

ため、訪問者への厳重さは以前から知っていましたが、

実際にそれを目の当たりにして、より”日本だけど日

本ではない”ことを実感しました。また、同時にすご

く貴重な経験をさせてもらっていると感じました。大

使館は 2005 年に建てられた為、耐震技術が高いとの

ことで、そんな大使館の光が差し込む吹き抜けのホー

ルはとても素敵でした。また、ドイツ料理のレプリカ

があり、初めて見る料理ばかりでしたがどれも美味し

そうで興味深かったです。 

そしてペルジッケ武官によるドイツ連邦軍の歴史

についての講義ですが、ヨアヒム・ガウク前大統領の

オフィスには旧東ドイツで多くの一般個人がスパイ

をされていた資料がある、といった内容の話が印象に

残っています。その話の軸はペルジッケ武官が空軍教

官時代の生徒が減っていった理由なのですが、そもそ

も本当にスパイがいることが衝撃で、より深く心に刻

まれました。他にも中々他で聞くことはできない貴重

な内容を聞くことができ、とても勉強になりました。

改めて、今回はとても貴重な体験をさせていただくこ

とができました。これからの勉強に活かしていきたいです。 
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春の散策会は迎賓館赤坂離宮でした 

理事 中野  繁 

本年春の JDGY 散策会は、去る 5 月 12 日(火)、

寺澤行忠、中尾尚未の両常務理事以下全 12 名の参加

を得て、JR･東京メトロ各線が交錯する四谷駅最寄り

の、国宝迎賓館赤坂離宮を目的地に開催されました。

私も、永年の東京暮らしにもかかわらず、まだ一度も

訪れたことがなかったので、良い機会と考え参加させ

ていただきました。 

まず驚かされたのは、入口での空港国際線並みの目

視･センサーによる所持品･身体検査でしたが、その直

後に目に飛び込んできた宮殿内外装の見事さに、この

程度の検査ならあっても然るべしと感じました。 

ご存じかと思いますが、現在の迎賓館赤坂離宮は、

1909 年(明治 42 年)紀州徳川家中屋敷のあった場所に、

東宮御所として誕生したネオバロック様式の西洋宮

殿で、第二次大戦後しばらく放置荒廃していたようで

すが、1974 年(昭和 49 年)に迎賓館として回復、その

後幾度かの修復工事を経て現在の威容に至っています。 

本稿をお読みの皆様と同様、私もヨーロッパ各地の

宮殿については、エルミタージュ(露)からサンスーシ

(独)、ツヴィンガー(独)、シェーンブルン(墺)を経てヴ

ェルサイユ(仏)辺りまで、かなりつぶさに見て回った

経験がありますが、これらと比べても赤坂離宮は外

構部･内装共に細部に至るまでの造り込みが見事で、

往時明治日本の国威発揚にかける気概の高さを痛感

しました。 

内外装の随所に配置

された武者鎧のレリー

フと云い、サーベルと日

本刀を交錯させた壁飾

りと云い、また｢花鳥の

間｣に飾られた 30 枚もの七宝焼きに込められた花鳥

図日本画と云い、西洋風宮殿を模しながらも強く日本

の伝統美を主張するあたり、当宮殿でお迎えした米･

仏大統領を始めとする各国国賓の目にも否応なく飛

び込んでいたのではないかと想像します。 

迎賓館見学後、正門を出て直ぐの処にある半地下様

式の｢迎賓館赤坂離宮前休憩所｣で昼食休憩となりま

した。こんな場所にこんな洒落た休憩所があるとは知

りませんでしたが、後日調べたところ、内閣

府が赤坂離宮と併せ所管する休憩所のよう

です。 

迎賓館見学が目的でなくとも、四谷界隈へお出かけの

際に利用してみる価値はありそうです。 

 昼食後は、最寄りの上智大学キャンパスを散策しま

した。同大学 OB の大堀常務理事による、カトリック

麹町聖イグナチオ教会他の説明も秀逸でした(私は自

分の母校の歴史的建造物の説明などまったく出来ま

せん)が、私にとっても上智大キャンパスは思い出の

場所です。 

 私事になりますが、社会人駆け出し時代、勤め先の

公募海外派遣留学生選抜試験の関門のひとつが英語

プレゼン能力の是非で、その対策として知遇を得た上

智大学留学中の米国人神学部生と、丸一年間毎週日米

語の交換授業を行ない、彼の献身的なアドバイスの甲

斐もあって、難路を突破することができました。東京

大手町の私の勤務先ビル会議室での勉強会が原則で

したが、毎月一回程度は、上智大神学部の教室も利用

させてもらったように記憶しています。 

 今やすっかり連絡の途絶えてしまった往時の神学

部生君は、近年はあまり見かけなくなったタイプのア

メリカ人で、紅顔の美青年でしたが、今会ったらカー

ネル･サンダース(みたい)かもしれません。(この文章

が永遠に同氏の眼に触れないことを祈るばかりです。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庭から写した離宮と噴水 

正面入り口からの離宮 休憩所 HP 




